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６
月
２
０
日
奄
美
医
療
生
活
協
同

組
合
第
４
１
期
通
常
総
代
会
が
総
代

１
３
４
名
（
代
理
人
、
書
面
議
決

含
む
）、
理
事
監

事
２
６
名
、
顧

問
１
名
、
そ
の

他
（
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
）
４
６
名

の
参
加
で
、
奄

美
観
光
ホ
テ
ル

に
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

第
４
１
期
通

常

総

代

会

へ

は
、
１
号
議
案
：

２
０
１
７
年
度

活
動
報
告
・
事

業
報
告
・
決
算

報
告
（
監
査
報

告
含
む
）
及
び

剰
余
金
処
分
承

認
の
件
、
２
号
議
案
：
２
０
１
８
年

度
活
動
方
針
・
事
業
計
画
・
予
算
案

承
認
の
件
、
３
号
議
案
：
第
四
次

５
ヶ
年
事
業
計
画
承
認
の
件
、
４
号

議
案
：
役
員
選
任
の
件
、
５
号
議

案
：
２
０
１
８
年
度
役
員
報
酬
決
定

及
び
役
員
退
任
慰
労
金
支
給
承
認
の

件
、
６
号
議
案
：

議
案
決
議
効
力

発
生
の
件
、
に
つ

い
て
の
議
案
を

日
高
専
務
理
事

が
提
案
し
議
案

審
議
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
１
号
議

案
に
関
連
し
て
、

６
支
部
か
ら
発

言
が
あ
り
ま
し

た
。
笠
利
支
部
、

山
口
京
子
支
部

長
か
ら
は
、
支

部
活
動
と
笠
利

フ
ェ
ス
タ
健
康

チ
ェ
ッ
ク
定
着

の
取
り
組
み
を

テ
ー
マ
に
、
笠
利
フ
ェ
ス
タ
に
つ
な

が
る
ま
で
の
支
部
の
取
り
組
み
と
、

笠
利
フ
ェ
ス
タ
で
健
康
チ
ェ
ッ
ク
へ

参
加
さ
れ
た
の
地
域
住
民
の
期
待
と

(1) 2018 年 8 月 15 日発行 健康をつくる。平和をつくる。いのち輝く社会をつくる。

お
元
気
で
す
か

広
が
り
、
今
後
の
定
着
を
強
固
な
も

の
に
し
て
い
く
た
め
の
行
政
へ
の
働

き
か
け
と
、
健
康
づ
く
り
の
た
め
の

結
果
報
告
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の

発
言
が
あ
り
ま
し
た
。
山
郷
支
部
、

盛
茂
喜
総
代
か
ら
は
、
山
郷
支
部
の

活
動
の
概
況
と
地
域
サ
ロ
ン
で
の
健

康
づ
く
り
か
ら
班
を
立
ち
上
げ
た
教

訓
に
つ
い
て
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

徳
之
島
南
支
部
、
永
田
ト
シ
子
支
部

長
か
ら
は
、
支
部
活
動
と
徳
之
島
診

療
所
発
展
へ
の
支
部
の
想
い
に
つ
い

て
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。
下
方
支

部
、
荒
田
ま
ゆ
み
支
部
長
か
ら
は
、

初
め
て
取
り
組
ん
だ
地
域
の
高
齢
者

を
対
象
と
し
た「
ワ
ン
コ
イ
ン
食
堂
」

の
紹
介
と
今
後
の
取
組
に
つ
い
て
の

発
言
が
あ
り
ま
し
た
。
西
方
支
部
、

森
省
蔵
副
支
部
長
か
ら
は
、
支
部
活

動
と
合
わ
せ
て
、
班
会
参
加
で
健
康

回
復
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
な
ど
の
発

言
が
あ
り
ま
し
た
。
最
後
に
、
伊
仙

支
部
、
芳
文
雄
総
代
か
ら
は
支
部
活

動
と
、
徳
之
島
診
療
所
へ
の
医
療
機

器
の
導
入
、
区
で
の
高
齢
者
住
宅
の
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あ
り
方
に
つ
い
て
の
要
望
の
発
言
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
出
さ
れ
た

発
言
に
つ
い
て
は
、
１
号
議
案
を
補

足
、
補
強
す
る
発
言
と
し
、
要
望
を

含
め
理
事
会
か
ら
の
答
弁
と
し
て
日

高
専
務
か
ら
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

＜
主
な
議
案
の
特
徴
＞

◯
２
０
１
７
年
度
活
動
報
告

２
０
１
７
年
度
は
、
憲
法
施
行
７
０

年
の
節
目
の
年
と
し
て
、
各
事
業
所

で
知
憲
を
中
心
と
し
た
取
り
組
み

（
憲
法
カ
フ
ェ
）
や
、
辺
野
古
連
帯

支
援
や
水
俣
病
掘
り
起
こ
し
健
診
、

２
０
１
７
年
度
活
動
報
告

２
０
１
８
年
度
活
動
方
針

第
四
次
５
ヶ
年
事
業
計
画

役
員
選
任

理
事
・
監
事

いつまでもくらし続けられる医療福祉生協の地域包括ケアの実現と

日本国憲法を守り、平和な社会とくらし安心の社会保障をめざそう !

協同の力で !
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熊
本
震
災
支
援
や
東
日
本
大
震
災
支
援

等
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
◆
組
織
活
動

で
は
、
対
話
を
柱
と
し
た
活
動
が
定
着

し
ま
し
た
。組
合
員
間
の
交
流
や
花
見
、

各
種
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
多
彩
に
行

わ
れ
、
職
員
も
参
加
す
る
こ
と
で
組
合

員
・
職
員
間
の
交
流
も
活
発
に
進
め
ら

れ
ま
し
た
。
支
部
で
は
健
康
づ
く
り
を

意
識
し
た
取
り
組
み
が
進
み
、
街
角
や

公
民
館
等
で
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
や
医
療

講
演
会
の
開
催
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

や
ウ
ォ
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
ま
ち
づ
く
り
活
動
で
は
、

全
て
の
支
部
で
地
域
包
括
ケ
ア
の
学
習

に
取
り
組
み
、
つ
な
が
り
マ
ッ
プ
づ
く

り
や
、
地
域
と
協
力
し
て
サ
ロ
ン
の
運

営
に
参
加
し
そ
の
サ
ロ
ン
を
班
と
し
て

登
録
し
活
動
を
広
げ
た
り
、
職
員
有
志

が
計
画
し
た
子
ど
も
食
堂
の
活
動
援
助

な
ど
、
新
た
な
取
り
組
み
も
生
ま
れ
ま

し
た
。
仲
間
ふ
や
し
は
、
す
べ
て
の
支

部
・
事
業
所
で
年
間
目
標
を
達
成
し
ま

し
た
。
班
会
開
催
は
、
年
間
目
標
・
前

年
実
績
を
上
回
り
ま
し
た
。
健
康
づ
く

り
や
趣
味
を
活
か
す
活
動
な
ど
の
自
主

班
会
の
開
催
が

引
き
続
き
増
加

し
て
い
ま
す
。

担
い
手
ふ
や
し

は
目
標
・
前
年

に
は
届
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、

一
部
の
支
部
で

は
新
た
な
運
営

委
員
を
迎
え
入

れ
、
支
部
・
班

活
動
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
動
き
も
で

て
い
ま
す
。
手
配
り
増
や
し
は
、
目
標

は
下
回
り
ま
し
た
が
前
年
実
績
は
超
え

ま
し
た
。
職
員
の
協
力
者
増
や
し
が
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
健
康
チ
ェ
ッ
ク

は
、
目
標
は
超
え
ま
し
た
が
、
前
年
実

績
に
は
わ
ず
か
に
届
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
◆
事
業
活
動
で
は
、
各
区
で
、
地

域
の
医
療
機
関
や
介
護
事
業
所
と
の

連
携
が
進
み
ま
し
た
。
特
に
南
大
島

地
域
で
は
、
地
域
医
療
を
守
る
「
地
域

医
療
連
携
推
進
法
人
ア
ン
マ
」
に
加
盟

し
、
連
携
の
強
化
を
は
か
り
ま
し
た
。

２
０
１
７
年
１
１
月
に
生
協
会
館
と
本

部
等
の
移
転
を
行
い
ま
し
た
。
旧
会
館

は
取
り
壊
し
、
当
面
駐
車
場
と
し
て
利

用
し
ま
す
。
ま
た
保
育
園
も
生
協
会
館

敷
地
に
移
転
し
、
施
設
も
リ
ニ
ュ
ア
ル

す
る
な
ど
保
育
環
境
の
整
備
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
管
理
運
営
で
は
、
職
員
の

主
体
的
成
長
を

促
す
た
め
の
制

度
研
修
を
進
め

ま
し
た
。
平
和

や
社
会
保
障
を

め
ぐ
る
歴
史
を

学
び
、
改
め
て

民
医
連
や
医
療

生
協
の
果
た
し

て
き
た
役
割
を

認
識
す
る
と
と

も
に
今
後
の
課
題
を
明
ら
か
に
し
ま
し

た
。

◯
２
０
１
８
年
度
活
動
方
針

２
０
１
８
年
度
、「
憲
法
改
正
」
に
向

け
た
国
会
発
議
が
行
わ
れ
る
可
能
性
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
。
憲
法
９
条
の
も
と

で
戦

後
７
０
余
年
戦
争
に
よ
る
一
人
の
犠
牲

も
出
さ
ず
、
国
民
の
い
の
ち
、
健
康
、

暮
ら
し
、平
和
は
守
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

改
憲
を
許
さ
な
い
運
動
と
活
動
を
強
化

し
こ
の
時
代
を
戦
前
に
し
な
い
た
め
に

奮
闘
し
ま
す
。
◆
診
療
報
酬
・
介
護
報

酬
改
定
へ
の
対
応
、今
回
の
診
療
報
酬
・

介
護
報
酬
改
定
で
は
、
受
診
、
利
用
抑

制
の
流
れ
が
一
層
進
め
ら
れ
ま
す
。
制

度
改
悪
を
許
さ
な
い
闘
い
と
合
わ
せ

て
、
無
差
別
平
等
の
医
療
介
護
制
度
の

拡
充
に
取
り
組
み
ま
す
。
◆
地
域
包
括

ケ
ア
時
代
へ
の
対
応
、
私
た
ち
の
あ
る

べ
き
姿
を
明
確
に
し
、
住
み
慣
れ
た
場

所
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る

仕
組
み
づ
く
り
を
事
業
と
運
動
の
両
面

か
ら
創
り
上
げ
る
こ
と
に
あ
り
、「
第

四
次
５
ヶ
年
計
画
」
の
実
現
に
取
り
組
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み
ま
す
。
◆
事
業
活
動
に
つ
い
て
、
高

齢
者
の
増
加
に
伴
い
、
求
め
ら
れ
る
医

療
も
「
寄
り
添
う
医
療
」
へ
と
変
化
し

ま
す
。
患
者
が
抱
え
る
健
康
の
社
会
的

決
定
要
因
（
Ｓ
Ｄ
Ｈ
）
に
目
を
向
け
た

取
り
組
み
を
、
事
業
と
運
動
の
両
面
か

ら
展
開
し
ま
す
。
病
院
や
医
科
事
業
所

を
地
域
の
健
康
拠
点
と
し
て
、
Ｈ
Ｐ
Ｈ

活
動
、
ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
取

り
組
み
ま
す
。
◆
組
合
員
活
動
、『
す

べ
て
の
活
動
は
「
仲
間
ふ
や
し
」
か
ら
』

を
合
言
葉
に
旺
盛
に
組
織
拡
大
に
取
り

組
み
ま
す
。
す
べ
て
の
支
部
・
事
業
所

で
新
た
な
担
い
手
づ
く
り
に
取
り
組
み

ま
す
。
◆
支
部
づ
く
り
、
地
域
包
括
ケ

ア
時
代
を
見
据
え
、空
白
地
域
の
克
服
、

支
部
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。
◆
次

世
代
の
担
い
手
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま

す
。
次
世
代
の
担
い
手
育
成
と
運
動
の

継
承
を
は
か
る
た
め
、
生
協
学
校
（
仮

称
）
の
開
催
を
検
討
し
ま
す
。
主
体
性

と
行
動
力
を
備
え
た
運
営
委
員
会
づ
く

り
に
取
り
組
み
ま
す
。
◆
協
同
組
合
間

連
携
を
発
展
さ
せ
、
地
域
に
根
ざ
し
た

事
業
と
運
動
を
展
開
し
ま
す
。
❐
す
べ

て
の
支
部
で
居
場
所
づ
く
り
に
取
り
組

み
ま
す
。
❐
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
取
り

組
み
ま
す
。
❐
す
こ
し
お
生
活（
減
塩
）

の
啓
発
に
取
り
組
み
ま
す
。
❐
高
齢
者

の
「
生
き
が
い
（
役
割
）
づ
く
り
」
と
「
フ

レ
イ
ル
予
防
」
に
取
り
組
み
ま
す
。
❐

１
支
部
１
助
け
合
い
運
動
に
取
り
組
み

ま
す
。❐「
私
の
困
っ
た
」「
地
域
の
困
っ

た
」
を
み
ん
な
で
解
決
す
る
し
く
み
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。
❐
高
齢
者
や
子
ど

も
、
障
が
い
を
持
っ
た
方
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

◆
核
兵
器
廃
絶
・
国
際
平
和
と
憲
法
を

守
る
た
た
か
い　

Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議

に
向
け
て
「
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名
」

に
取
り
組
み
ま
す
。
各
地
区
の
原
水
爆

禁
止
国
民
平
和
大
行
進
に
積
極
的
に
参

加
し
ま
す
。
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会

（
ヒ
ロ
シ
マ
）
に
各
区
か
ら
代
表
を
派

遣
し
ま
す
。
憲
法
９
条
を
守
る
取
り
組

み
を
進
め
ま
す
。
安
保
体
制
強
化
反

対
・
沖
縄
新
基
地
建
設
反
対
の
取
り
組

み
、
格
差
と
貧
困
の
是
正
、
社
会
保
障

の
解
体
を
許
さ
な
い
取
り
組
み
生
活
困

窮
者
や
生
活
困
難
者
へ
の
生
活
支
援
と

援
助
を
す
す
め
る
た
め
、
す
べ
て
の
医

科
事
業
所
で
相
談
窓
口
の
設
置
を
検
討

し
ま
す
。
ま
た
自
治
体
と
の
定
期
的
な

協
議
を
す
す
め
、
共
同
の
取
り
組
み
の

推
進
や
情
報
の
共
有
化
に
取
り
組
み
ま

す
。
子
ど
も
食
堂
や
学
習
支
援
等
を
通

じ
て
、
子
ど
も
の
貧
困
へ
の
支
援
の
あ

り
方
等
を
検
証
し
ま
す
。

◯
第
四
次
５
ヶ
年
事
業
計
画

目
的
は
、
目
前
に
迫
っ
た
地
域
包
括

ケ
ア
時
代
に
向
け
て
、
私
た
ち
の
あ

る
べ
き
姿
を
明
確
に
し
、
住
み
慣
れ
た

場
所
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き

る
仕
組
み
づ
く
り
を
事
業
と
運
動
の

側
面
か
ら
創
り
上
げ
る
こ
と
し
ま
し

た
。
本
事
業
計
画
は
、
２
０
１
８
年
度

～
２
０
２
２
年
度
の
５
ヶ
年
の
事
業
計

画
と
し
、
重
点
課
題
を
❐
地
域
包
括
ケ

ア
時
代
に
向
け
て
、
法
人
・
事
業
所
と

し
て
、
ど
の
よ
う
な
ス
タ
ン
ス
で
臨
む

か
を
明
確
に
し
ま
す
。
❐
住
み
慣
れ
た

場
所
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
仕
組
み
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。
そ
の
た
め
に
「
共

助
」「
互
助
」「
商
助
」
を
基
本
と
し
た

地
域
で
の
「
支
え
合
い
の
し
く
み
」
づ

く
り
を
、
自
治
体
や
自
治
会
な
ど
と
協

力
し
て
進
め
ま
す
。❐
医
療
・
介
護
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
進
め
既
存
施
設
の

安
定
運
営
と
発
展
を
は
か
り
ま
す
。
❐

職
員
の
育
成
と
し

て
「
民
医
連
・
生

協
人
づ
く
り
構
想

（
仮
称
）」
に
取
り

組
み
ま
す
。
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◯
役
員
選
任

　

第
４
１
期
通
常
総
代
会
は

役
員
改
選
期
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
７
名
の
理
事
が
退
任
さ

れ
総
代
会
終
了
後
、
退
任
の

あ
い
さ
つ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

日
高
光
雄
専
務
理
事
は
、
奄

美
医
療
生
協
へ
入
職
し
約
６

年
間
奮
闘
さ
れ
ま
し
た
。
新

病
院
の
稼
働
が
始
ま
る
中
で

の
苦
労
、
今
回
提
案
さ
れ
た

「
第
四
次
５
ヶ
年
事
業
計
画
」

策
定
の
想
い
を
話
さ
れ
ま
し

た
。
地
域
理
事
か
ら
岡
田
美

幸
理
事
は
、
奄
美
民
商
事
務

局
長
を
兼
務
し
な
が
ら
の
支

部
活
動
へ
関
わ
り
、
吉
田
和

子
理
事
か
ら
は
龍
郷
支
部
創

設
か
ら
、
困
難
を
乗
り
越
え

な
が
ら
課
題
に
取
り
組
ん
で

来
た
こ
と
な
ど
話
さ
れ
ま
し

た
。
世
代
交
代
の
中
で
こ
の

教
訓
を
し
っ
か
り
継
承
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今

回
退
任
さ
れ
た
理
事
は
、
日

高
光
雄
専
務
理
事
、
福
山
正

徳
常
務
理
事
、
永
山
貴
之
理

事
、
児
玉
洋
一
理
事
、
岡
田

美
幸
理
事
、
吉
田
和
子
理
事
、

山
下
俊
和
理
事
の
７
名
で
す
。

ご
苦
労
様
で
し
た
。
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URL：http://www.amami-hca.or.jp/　  e-mail：honbu@amami-hca.or.jp

理　　事

監　　事

選挙区 氏 名 再･新 略 歴

全体区

１ 杉原 雄治 再任 理事長 南大島診療所所長

２ 福﨑 雅彦 再任 奄美中央病院院長

３ 徳田 潔 再任 徳之島診療所所長

４ 祐名 新太郎 再任 専務理事

５ 田川 浩一郎 再任 常務理事 地域支援部長

６ 益田 祐子 再任 看護介護部長

７ 吉田 大樹 再任 常務理事 統括部長

８ 生元 宏貴       新任 奄美中央病院 事務長代行

９ 永田 高雄 新任 徳之島診療所 事務長

10 増田 幸雄 新任 老健せとうち 施設長

11 盛山 リカ子 新任 奄美中央病院 総看護師長

12 南部 由理子 再任 コープかごしま 副会長理事

北大島区

１ 泉 スヤ子 再任 笠利支部担当理事

２ 晨原 政代 再任 大和支部担当理事

３ 平 克英 再任 金久支部担当理事

４ 藤田 貞代 再任 上方支部担当理事

５ 栄 英樹 新任 長浜支部担当理事

６ 荒田 まゆみ 新任 下方支部支部長

７ 濵田 幸造 新任 支部担当理事

南大島区

１ 森 直弘 再任 西方支部担当理事

２ 濵畑 和代 再任 東方支部担当理事

３ 盛 茂喜 新任 山郷支部副支部長

徳之島

以南区

１ 亀澤 志保子 再任 徳之島南支部担当理事

２ 白間 健治 再任 天城支部担当理事

３ 元井 敦己 再任 徳北支部担当理事

４ 窪田 伸一 再任 伊仙支部担当理事

全体区

１ 荻迫 弘美 再任 監事

２ 嶺 秋丸 再任 監事

３ 迫田 康二 再任 監事


